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　　　　　　　　　　　京都大学経済学会規則（抜奉）

　目的及び事業
第3条　本会は，経済学・経営学に関する研究・教育の振興と，その成果の普及を図り，
　　　京都大学経済学部の発展に寄与することを目的とする．
第4条　本会は，前条の目的を達成するために次の事業を行う。

　　L機関誌「経済論叢」を発行すること．「経済論叢」は毎月1回発行すること。た
　　　だし，臨時特別号を発行することがある。
　　2．「経済学研究叢書」を発行すること。
　　3．学術研究会を開催すること。
　　4公開講演会を開催すること。
　　5．その他本会の目的を達成するために必要な事業．
　構　　　　成

第5条　本会は，左の会員をもって組織する。

　　1．正会員
　　　　（→　京都大学経済学部教授，助教授，講師，助手及び同学部出身者。

　　　　⇔　京都大学大学院経済学研究科学生及び同研究科出身者。
　　　　⇔　評議員会にてとくに認めたもの。
　　2．学生会員　　京都大学経済学部学生。
　　3．賛助会員　　本会の事業を賛助するもの。

第6条　前条のほか所定の会費を納めて「経済論叢」の配布を受ける個人及び団体は購読
　　　会員とする。

第7条特別の場合に限り，前2条に定められた会員以外のものにも会員に準ずる取扱い
　　　をすることができる。

第8条　会員には，「経済論叢」を配布する。ただし，臨時特別号はこの限りでない。

　会　　　　計

第10条　会員は，左の会費を納めなければならない。

　　1．正会員　　年額　7，500円　　　　2，学生会員　　年額　7，500円
　　3．賛助会員　　年額　10，000円以上　　　4．購読会員　　年額　7，500門

　　　　　　　　　　　　一既　刊　目　次一
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　京都大学教授

　京都大学教授

　京都大学大学院学生
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　京都大学大学院学生

　京都大学大学院学生

il会員雛へ／会費は下記あて御糸内入下さるようお願いいたしは

　1．会費納入先　京都市左京区吉田本町　　京都大学経済学部内

　　　　　　　　　　　　　　　　京都大学経済学会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振替口座大阪0－50539番

　1．会費年額　　7，500円（前納）

　1．会員各位の本籍，現住所，氏名，出身高校名，卒業年次，就職先を

　　　学会まで御通知下さい。

※会員外の雑誌購入は有斐閣へお申込み下さい。

昭和63年11月25日印刷　　編集兼
昭和63年12月1日発行　　発行人

　　　　　　　　　　　印刷所

発行所

発売所

京都大学経済学会

内外印刷株式会社
　　　　京都布南区吉祥院池田南町13

京都大学経済学会
　606　京都市左京区吉田本町
　　　振替口座大阪0－50539番

株式会社　有　　斐　　閣
　101　東京都千代田区神田神保町2－17

　　　振替口座東京6－370番
　本郷支店　113文京区東京大学正門前
　京都支店　606　左京区田中門前町44
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